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＜編集日：R1 2019.9.28> 

DIV5142 IR Receiver Kit 

DIV5142 用赤外線リモコン用キット 
＜注意＞ 

本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いませんのでご了承

ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、その一部あるいは全体を

無断で第３者に対して使用することはできません。また仕様は予告なく変更する場合があります。 

１．概要 
 本キットは DIV5142 で赤外線リモコンを使用するためのキットになります。 

特徴は下記の通りです。 

 

・赤外線リモコンで基板上のスイッチ（SW1～SW4)の機能をリモコン操作可能。 

 

・プログラムの改良によりフィルタ定数の個別変更時のポップノイズを抑制（音の途切れがありません。但

し、入力周波数が変わるなどの大きな変化がある場合は、すべてのフィルタ定数だけでなく、DSP のプログ

ラムを変更する必要があるため、音切れが発生する可能性があります）。 

 

・PIC の動作周波数を向上させ、フィルタ定数の変更速度を UP（体感はしづらいかもしれません）。 

 

２．改造および操作方法 
 

(1) 必要なもの 

  ・専用 PIC （"DIV5142 IRR"） 

  ・赤外線受光用モジュール（3.3V 動作品） 

 

(2) 接続方法 

・"DIV5142 IRR"の PIC を基板上の PIC と交換します。 

・DIV5142 の ICSP 端子を用いて赤外線受光モジュールを接続します。下図を参照に接続してください。 

 赤外線受光モジュールは秋月電子の[I-04659]などが使用可能です。 
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図 赤外線受光モジュールの接続例 

 

 
図 使用可能な赤外線受光モジュールの例（3.3V で動作することが必要です）。 
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(3)操作方法 

 DIV5142 の製作マニュアル（http://www.easyaudiokit.com/bekkan/manual/DIV5142Manual.pdf）の「9.機

能設定(2)」の設定項目をベースに２つの項目が追加されています。 

 

図 追加された機能 

設定項目 表示例および説明 変更可能パラメータ 

13.赤外線リ

モコンの学

習 

 

この画面が表示されたときに、PARA+（SW3)を押

すと、赤外線学習が開始されます。学習するキ

ーは下記の６点です。 

１：TERM+（SW1)・・・項目インクリメント 

２：TERM-(SW2)・・・項目のデクリメント 

３．PARA+(INC SW３) ・パラメータ INC 

４．PARA-(DEC SW4） ・パラメータ DEC 

５：VOLUME UP 

６：VOLUME DOWN 

 

 設定するリモコンのキーを１回押して、確認

のためにもう１回押します。学習が完了すると、

次の「14. 赤外線リモコンの利用設定」でのパ

ラメータを VALID に設定し、かつボリュームの

コントロールを CONSOLE(SW)に自動的に設定し

ます。 

 VR でのボリューム設定を行う場合、あるいは

赤外線リモコンを無効とする場合は、それらの

項目を別途設定してください。 

 

（※）リモコンは国内製のものを使用ください

（NEC、家電協、SONY フォーマット）。またリモ

コンによって使用できないものがあるかもしれ

ません。 

14.赤外線リ

モコンの利

用設定 

 

赤外線リモコンの受信の有効・無効を設定しま

す。 

 

VALID ・・・ 有効 

INVALID・・・ 無効 

  

 

３．編集履歴 

 R1 2019.9.28 初版 
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